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1．図1のように内半径Rの円環ソレノイドがある。コイルは密にまかれ、円環の半

径をa, 全巻き数Nであり（絵心がなく密に均一にまかれているようには見えない

が、気のせいであるとせよ）、電流Iが流れている。ソレノイドの中心軸からの距

離をrとしてとき、ソレノイド内部(R<r<R+2a)の磁束密度の大きさを求めよ。 
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2. 図2のように半径bの円筒状空胴が半径aの円筒状導体内にその中心軸からcだけ

離れてある。電流が電流密度iで均一にこの導体中を流れる場合の空胴内に生じる

磁束密度を求めたい。次の各問いに答えよ。 
(a) 図の状況は，ある2つの状況の重ね合わせと考え

ることができる。それらの状況はそれぞれなにか？

(ヒント：空胴ができている＝電流がゼロ、というこ

とは？) 
 
 
 
 
 
 
 

     図2 
 
 



(b) (a)のそれぞれ2つの状態における空胴内での磁束密度の各x,y成分を求めよ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(c) (b)の結果から，空胴内に生じる磁束密度の各x,y成分を求めよ。（磁束密度は

合成で計算可能である。） 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
3. 問2と同様だが、空胴の中心と導体の中心が一致している(c=0の状態)物体を考

える（図3）。この時、空胴内、円筒の外における磁束密度を求めよ。 
 
空洞内： 
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円筒の外： 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



4. 図4のように、内導体に電流I、外導体に逆方向の電流-Iが流れるような円柱導体

がある。両導体の間、円筒の外における磁束密度を求めよ。中心からの半径rの関

数としてよい。 
 
両導体の間: 

 
図4     

円筒の外:  


